
年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

1
4
2

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 決算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

雇用保険料 円

年度決算 年度決算①

19

市役所（職員）の役割

27

    国   庫   支   出   金

市

根拠法令
条例

個別計画 等

目
的

【対象】誰の（何の）ために

中学校の生徒

実施主体

生徒の悩みや相談を聞いたり、生徒の話し相手になるなどの教育相談活動を行うこ
と。
このことにより、不登校生徒の減少やいじめの未然防止につなげること。

第５次廿日市市総合計画
いじめ防止対策推進法

事業名
心の教室相談員事業

事業開始年度 平成

実
施
し
た
事
業
の
内
容

（
活
動
実
績

）

6,479,590
H27からH28へ繰越平成

基 本 目 標 健やかな暮らしを支え、安全で快適に暮らせるはつかいち 款 教育費

重 点 的 取 組
政 策 目 標

確かな学力を身につけ、社会をたくましく生きる子どもを育てる 目
項 03

【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

コ
ス
ト
情
報

（
円

）

  直  接  事  業  費  A

市民1人当たり

担当課名 教育部　教育指導課

予
算
科
目

会計

01
中学校費
学校管理費

01 一般会計
09

    県　 支　 出　 金
    借   入   金   ( 市 債 )

①

592,060

人口（4月1日現在）

    市  （ 市税 な ど ）

項　　目
6,374,077

平成

6,349,132

財
源
内
訳 26,000

6,453,590

27

7,079,770

117,182
60

関係団体（パートナー） 関係団体（パートナー）の役割

指導体制を充実させるための支援
人員の配置

中学校
生徒が悩みや相談を行いやすい環境の
整備相談員が得た情報の共有と効果的
な指導への活用

①のうちH26から繰越

0.07 人
  人  件  費  (按 分） B

600,180

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

人

0.07

    そ   の   他（使用料など）

117,128
59

人

人

6,966,137

目
　
標

到
達
度

100

備考

4,993

人

H２７
目標値

H２７
実績値

H２６
実績値

10 9

27平成

子どもが健やかに育つまちに

9

5,711 1,500延べ相談件数

24,945

②

26

件

単位

いじめ認知後の解消率

活  動  及  び  成  果  指  標

成
果

活
動

％ 100 93

配置人数

6,374,077合計

報酬 心の教室相談員報酬
共済費 心の教室相談員社会保険料

5,836,875
107,605

【役割】
生徒の悩みや相談を聞いたり、生徒の話し相手になるなどの教育相談活動を行い、生徒の心のケアに
あたる。また、相談で得た情報を教職員に伝え、指導に生かす等教職員との連携を行う。

【歳入】

【歳出】
区分 内容

24,945

H27決算額

旅費 心の教室相談員通勤費等 429,597

75


